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連
休
中
の
入
園
者
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
国
営 

ひ
た
ち
海
浜
公
園
。
い
ま
や
、
茨
城
県
を
代
表 

す
る
観
光
地
で
す
。
し
か
し
、
か
つ
て
こ
の
場 

所
は
、
米
軍
の
射
爆
撃
場
で
し
た
。 

 

１
９
４
６
年
～
１
９
７
３
年
ま
で
の

年
間
、 

米
軍
の
た
び
重
な
る
事
故
に
、
茨
城
総
ぐ
る 

み
の
激
し
い
返
還
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

そ
の
悲
願
が
み
の
っ
て
返
還
が
決
ま
っ
た 

と
き
、
当
時
の
知
事
や
県
議
長
、
市
町
村 

長
や
地
元
住
民
は
一
様
に
感
激
し
、
祝
福 

し
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
射
爆
場
が
い
ま
、
沖
縄
に
お
か 

れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

広
大
な
米
軍
基
地
が
返
還
さ
れ
れ
ば
、 

豊
か
な
自
然
・
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
、 

沖
縄
は
様
変
わ
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

日
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、 

平
和
な
社
会
と
安
全
な
地
域
を
つ
く
る 

こ
と
が
政
治
の
役
割
で
あ
り
、
県
政 

の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ネ
モ
フ
ィ
ラ
（
和
名･

瑠
璃
唐
草
）
の 

丘
か
ら
、
わ
ず
か
７
ｋ
ｍ
の
場
所
に 

あ
る
東
海
第
２
原
発
。
危
険
な
再 

稼
働
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

廃
炉
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

昨
年
の
県
議
選
後
は
じ
め
て
の
議
会
で
２
０
１
９
年

度
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
国
体
開
催
経
費
や
国
土
強

靭
化
策
に
よ
る
公
共
事
業
の
増
、
消
費
税
増
税
を
前
提

と
し
た
社
会
保
障
の
増
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
は 

１
兆
１
３
５
７
億
円
で
過
去
２
番
目
の
規
模
で
す
。 

  

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
港
湾
建
設
（
２
１
３
億
円
）

や
八
ッ
場
ダ
ム
・
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
（
３
５
億
円
）
な
ど

大
型
開
発
を
見
直
す
よ
う
要
求
。
家
族
農
業
の
振
興
や

国
保
税
の
引
き
下
げ
、
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
、
児
童
虐

待
の
対
策
強
化
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
な
ど
、
県
民
の

願
い
実
現
の
拡
充
を
求
め
、
大
井
川
知
事
の
一
般
会
計

予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
日
本
原
電
㈱
が
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
を

め
ざ
す
と
正
式
表
明
し
た
直
後
の
県
議
会
と
な
り
、 

知
事
に
対
し
て
「
再
稼
働
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
」
と

強
く
迫
り
ま
し
た
。
（
裏
面
参
照
） 

  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少
数
者
カ
ッ
プ
ル
を
公
的
に
認

め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
め
ざ
す
条
例

案
に
日
本
共
産
党
な
ど
は
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自
民
党

が
先
送
り
を
求
め
て
修
正
案
を
提
出
し
可
決
。
実
施
が

見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
県
立
中
高
一
貫
校
設
置
や
保
健
所
の
統
廃

合
問
題
な
ど
、
県
政
の
課
題
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。 

 

 

〇･･･賛成  

×･･･反対  

日
本
共
産
党 

 
 

 

（２
名
） 

い
ば
ら
き
自
民
党
（
38
名
） 

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム 

   

（５
名
） 

自
民
県
政
ク
ラ
ブ 

（４
名
） 

立
憲
民
主
党  

 
 

（１
名
） 

無
所
属 

  
 

 
 

 
 

（５
名
） 

新
自
民
ク
ラ
ブ  

 

（３
名
） 

公
明
党 

 
 

 
 

 
  

（４
名
） 

一般会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 × × × 〇 △ × × 

〇 × × × × × 〇 × 

〇 × × × × × × × 

各会派の 

賛否態度 

増
税
の
影
響
大
き
い
、
人
手
不
足
も
深
刻 

 

江
尻
加
那
県
議
は
、
所
属
す
る
県
議
会
防
災
環
境
産

業
委
員
会
で
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
中
小
事
業
者
へ
の

影
響
や
対
策
を
質
問
す
る
と
と
も
に
、
５
月
８
に
は
県

内
の
商
工
20
団
体
と
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
県
商
店
会
連
合
会
で
は
「
働
く
人
の
賃

金
が
上
が
ら
ず
、
増
税
に
警
戒
感
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
複
雑
な
複
数
税
率
な
ど
に
対
応
す
る
の
は
難
し
く

影
響
は
大
き
い
と
思
う
」
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は
「
事
業
者
の
問

題
と
し
て
、
仕
事
の
確
保
よ
り
も
人
手
不
足
が
一
番
の

課
題
に
あ
が
っ
て
い
る
」
と
実
態
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

江
尻
県
議
が
県
労
働
政
策
課
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、
県
内

高
校
の
大
学
進
学
者
の
う
ち
約
８
割
が
県
外
へ
行
き
、

県
内
４
年
生
大
学
卒
業
生
の
約
６
割
が
県
外
へ
就
職
す

る
な
ど
、
若
い
人
が
県
外
へ
出
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
県
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

消費税増税をめぐり茨城県商店会連合会の担当者と懇談する（左か

ら）大内くみ子党県副委員長、江尻県議（５月８日、茨城県産業会館） 

ご意見をお寄せください 
要望やお困りごともお気軽に 

県議団連絡先 ０２９-３０１-１３８７ 

偕楽園の有料化計画、賛否両論さまざま 

▼「市民の声も聞かず有料化条例を６月議会に提案予

定とは、『斉昭の思い』を先人たちが守ってきたもの

を崩され、あきれている次第です」（60代男性）▼「県

内・県外で区別せずに有料にして、公園の魅力アップ

に活かしてほしい」（40代女性） 

県立高校(水戸一高など)の中高一貫校実施にとまどい 

▼「中高一貫校に入学するために小学生のうちから対

策を求められるようになるのでは？本当は、もっと必

要な教育が小学校にあると思うんだが…」（50代教師）

▼「一貫校では高校受験がなくなるけれど、そのぶん

今でも倍率が高い水戸一高などの高校入学定員が減っ

てしまうのはどうかと思う」（40代保護者） 

県道の改修や整備、安全対策要望が次々と 

▼県道の杉の大木を伐採してほしい▼見通しの悪い

カーブにミラーを付けて▼波打っている舗装を早く改

修して▼道路の取り付けや合流が危険な場所の改善を 

 → 水戸土木事務所などに対応を要望しました 

※△・・・無所属議員５名のうち４名が反対、１名が棄権 

※知事提出議案８６件のうち日本共産党は賛成５１件・反対３５件 



 

県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
、
江
尻
加
那
県

議
は
児
童
虐
待
の
対
策
強
化
を
求
め
て
大
井
川

知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。 

 
江
尻
県
議
は
、
虐
待
相
談
が
増
加
し
て
い
る

現
状
を
パ
ネ
ル
に
示
し
、
「
児
童
福
祉
司
や
心

理
司
を
増
や
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
役
割
を
発
揮

す
る
た
め
に
も
施
設
を
増
や
す
決
断
を
」
と
、

児
童
相
談
所
や
一
時
保
護
所
の
増
設
を
要
望
。

全
国
の
施
設
設
置
数
と
比
較
し
て
、
本
県
に
は

児
童
相
談
所
５
カ
所
、
一
時
保
護
所
３
カ
所
の

設
置
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

相
談
所
、
一
時
保
護
所
の
増
設
必
要 

 

現
在
、
茨
城
県
の
児
童
相
談
所
は
３
カ
所

（
中
央･

土
浦･

筑
西
）

で
、
日
立
や
鹿
行
は
分

室
扱
い
で
す
。
ま
た
、

一
時
保
護
所
は
中
央
児

童
相
談
所
に
し
か
な

く
、
空
き
が
な
い
場
合

は
民
間
の
児
童
養
護
施

設
に
保
護
措
置
し
て
い

る
現
状
で
す
。 

 

こ
う
し
た
実
態
に
つ

い
て
、
江
尻
議
員
は
質

問
に
先
立
っ
て
鹿
行
児

童
分
室
（
鉾
田
市
）
を

視
察
調
査
。
「
分
室
を
相
談
所
に
格
上
げ
し
て

体
制
強
化
を
図
る
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
」
と

の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
相
談
対
応
件
数
の
増
加
を
踏
ま

え
、
児
童
相
談
所
の
あ
り
か
た
や
一
時
保
護
に

か
か
る
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
在
の
対

応
で
十
分
か
ど
う
か
、
引
き
続
き
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

江
尻
議
員
は
「
国
の
運
営
指
針
で
は
、
人
口

５
０
万
人
に
１
ヵ
所
の
相
談
所
、
１
０
０
万
人

に
１
カ
所
の
保
護
所
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見

て
も
増
設
が
必
要
」
と
迫
り
ま
し
た
。
虐
待
か

ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
県
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
規
模
地
震
の
リ
ス
ク 

 

予
算
特
別
委
員
会
で
江
尻

県
議
が
、
大
地
震
の
リ
ス
ク

が
高
い
場
所
に
東
海
第
２
原

発
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。
米
国
海
洋
研
究
所
グ

ル
ー
プ
が
、
中
央
構
造
線
が

太
平
洋
海
底
ま
で
延
び
て
い

る
証
拠
が
見
つ
か
っ
た
と
発

表
。
そ
の
構
造
線
の
北
側
で

大
規
模
地
震
が
多
発
し
て
い

る
と
さ
れ
、
ま
さ
に
原
発
の

立
地
場
所
で
す
。
こ
れ
と
は

別
に
、
棚
倉
構
造
線
も
鹿
島

沖
ま
で
延
び
て
い
る
こ
と
が

県
自
然
博
物
館
の
調
査
報
告

書
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
、
「
再
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
が
一
番
の
安

全
対
策
だ
」
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。 

再
稼
働
工
事 

着
工
や
め
よ 

 

ま
た
、
山
中
た
い
子
県
議
は
本
会
議
で
一
般

質
問
を
行
い
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
を
め

ぐ
り
「
県
主
催
の
説
明
会
が
開
か
れ
た
が
、
と

て
も
県
民
の
意
見
を
聞
い
た
と
は
言
え
な
い
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。
「
県
民
の
命
に
か
か
わ
る

問
題
」
と
し
て
再
質
問
に
も
立
ち
、
大
井
川
知

事
に
再
稼
働
中
止
を
日
本
原
電
に
求
め
る
よ
う

主
張
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
知
事
が
日
本
原
電
㈱
社
長
と
の
面
談

で
、
再
稼
働
の
意
向
に
対
し
「
若
干
不
快
感
」

と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、
「
多
く
の
県
民
が
不

安
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
き
に
、
『
若

干
』
な
ど
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
」
と

迫
り
ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
説
明
会
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実

感
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
県
原
子
力
安

全
対
策
委
員
会
の
審
議
に
反
映
し
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
え
、
反
対
を
表
明
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

山
中
県
議
は
、
再
稼
働
に
向
け
た
防
潮
堤
や

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
工
事
の
本
格
着
工
を
断
念
す

る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
と
、
知
事
の
決
断
を
求

め
ま
し
た
。 

 

 

予算特別委員会で質問する江尻議員（３月２０日） 

児童虐待の対策強化はまったなし 


